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災害対策用機械が増強
～排水ポンプ車と照明車が追加配備～

信濃川河川事務所は、地域防災拠点として緊急を要する内水排除対策を行うために
排水ポンプ車等を配備していますが、平成16年の新潟・福島豪雨災害（7.13水害）及び
同年10月の新潟県中越地震などの大規模災害を踏まえて、排水ポンプ車と照明車を、各
１台増強配備しました。
特に今回配備された排水ポンプ車は、新しい技術の採用により迅速に設営し排水を開

始できます。
信濃川河川事務所は、体制を整備し速やかな災害時の対応に備えます。
なお、下記日程で操作訓練を実施します。
期日 平成１９年２月２０日（火） １０時～１１時
場所 長岡市中島地先（大手大橋右岸側下流）

機械名 規格 H１７年度 H18年度 合計
まで 増強

排水ポンプ車 水力タービンポンプ ２台
（排水能力： ３台

３０㎥／min） 小型軽量水中モータポンプ １台

照明車（２kW×６灯） ２柱式 ２台 １台 ３台

排水ポンプ車（３０㎥／min） 照明車（２kW×６灯）

取扱い 本資料の発表を以て解禁とする。

記者発表クラブ 問い合わせ先
北陸地方整備局信濃川河川事務所
事務所（代表）0258-32-3020長岡市政記者会

副 所 長（杉本）
機械課長（樋口）



操作訓練場所地図

操作訓練場所

信濃川河川事務所
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過去の主な排水ポンプ車出動実績（平成14年度以降）
燕市五千石地先（旧分水町） （五千石排水樋管）
魚沼市明神地先（旧小出町） (明神樋管）
小千谷市千谷島地先 （茶郷川樋門）
長岡市浦地先（旧越路町） （焼田川樋管）
魚沼市四日町地先（旧小出町）
長岡市上岩井（旧三島町）：Ｈ１７　７．１３新潟・福島豪雨
魚沼市湯ノ谷：Ｈ１６．３　佐梨川土砂災害
長岡市妙見地先：Ｈ１６．１０．２３　新潟県中越地震

　また、直轄区間での使用状況を勘案し、市町村等からの要請により直轄区間外の地域に対しても
浸水対策の支援を行うこととしています。

排水ポンプ車の役割

直轄外

7回

6回

　直轄区間の支川の内水対策としては、排水機場を整備して内水被害の軽減を図っていますが、必
要箇所数が多く全てに排水機場を整備することは困難です。

　このような中で、移動式のポンプを機動的に運転することにより、内水被害の防止・軽減を図るため
排水ポンプ車を配備しています。

　梅雨、台風、集中豪雨等により洪水が発生し、支川の氾濫などにより住宅地などの浸水・冠水被害
が発生します。

直轄管理支川内水対策

平成17年6月28日出水
魚 沼 市 明 神 地 先
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機械の特徴

装備されている全ての機器類は人力により運搬、設営が可能な設計になっています。

車両には、排水を行うための水中モータポンプと、電源を確保するための発動発電機を搭載しています。

水中モータポンプは、新技術採用により大容量化と小型軽量化を図り機動性の向上を実現しました。

採用新技術
○ ポンプの主要部材に樹脂を採用

軽量化、耐摩耗性、耐食性

○ 駆動機に軽量小型の同期電動機を採用

○ 高比速度高効率羽根車を採用
大容量化

ポンプ搭載台数：６台　→　４台

主要諸元
性能　総排水量 ３０㎥／min（全揚程１０ｍにおいて）
排水ポンプ 形式 水中モータ駆動ポンプ

口径 呼び径 ２００㎜
単機吐出量 ７．５㎥／min
電動機 １８ｋW　４４０V　６０Hz
台数 ４台
重量 ３５㎏／台

車両寸法 全長 ８，２００㎜
全幅 ２，４８５㎜
全高 ２，９００㎜
車両総重量 １０，８００㎏

照明装置 形式 バルーン式投光器
電灯仕様 メタルハライド灯　１，０００W×１灯

発動発電機 発電容量 ３相　４４０V　６０Hz　１２５ｋVA
機関形式 ディーゼル機関　１１１ｋW

排水ポンプ車（３０㎥／min）小型軽量水中モータポンプ
【２５ｍプール（約３００㎥）の水を約１０分で排水】

従来の水中モータポンプ式と比べて
設営重量が全体で約１００㎏減

吸い込み

吸い込み

吐出

水中ポンプの
大容量＆小型軽量

化

システムの簡素化
（６台→４台）

機動性の向上
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水力タービンポンプ式と比べて

機械の特徴

水力タービンポンプと比べ設営重量全体で約２５０㎏軽減

取水ポンプ（３台）により取水した
水を車両本体のポンプで高圧化
し、その高圧水を排水ポンプに送
り込み羽根車を回転させることに
よって排水を行う。
設営は、排水ポンプ４台の他に、
取水ポンプ３台とそれぞれを接続
するホース１１本で煩雑な作業

取水

高圧水

排水



【参考資料】

機械の特徴

災害現場での夜間における復旧作業等を行う場合の照明として使用。

照明装置は、２kWの照明３灯を１組として２組、合計６灯装備

ランプはメタルハライドランプを使用し太陽光に近い明るさ

照明装置の動作はリモコン操作

電源は車両荷台に搭載した発動発電機により供給

主要諸元

照明装置 照明灯出力 ２kW×６灯
ランプ形式 メタルハライドランプ

発動発電機 原動機形式 水冷ディーゼル機関
定格出力 三相　２２０V　６０Hz　２０kVA

伸縮ポール 照明装置地上高 最大１０ｍ
旋回角度 ０～３５０°
俯仰角度 ０～１８０°

車両寸法 全長 ４，６７０㎜
全幅 １，６９０㎜
全高 ３，４３０㎜
車両総重量 ５，５７５㎏
乗車定員 ３人
駆動方式 総輪駆動

伸縮ポールにより各組単独で操作が可能で、地上１０ｍま
で上昇し照らす方向もそれぞれ任意の位置にセット可能。

照明車（２kW×６灯・２柱式）
【１㎞先で新聞を読むことができるほどの明るさ】



従来機との比較

設営重量

排水ポンプ 21㎏×6台 30㎏×4台
140㎏ 126㎏ 120㎏

取水ポンプ 30㎏×3台
90㎏

排水ホース 23㎏×2本×4台 23㎏×2本×6台
φ200㎜×20ｍ 184㎏ 276㎏
〃 14㎏×1本×4台 14㎏×1本×6台
φ200㎜×10ｍ 56㎏ 84㎏
〃 29㎏×2本×4台
φ200㎜×25ｍ 232㎏
取水ホース 20㎏×2本×3台
φ150㎜×20ｍ 120㎏
高圧ホース 18.5㎏×1本×4台
φ100㎜×20㎜ 74㎏

ホース設置数（30㎥／min時）

発電機容量
車両
設営時間

形式
口径
単機吐出し量
全揚程
出力
台数
重量

今後の操作訓練による 約３０分 約６０分

形式
口径
単機吐出し量
出力
台数
重量

１２５ｋVA １２５ｋVA ２４ｋVA
５．５ｔ車 ５．５ｔ車 ４ｔ車

－ － ３０㎏／台
４セット ６セット １１セット

－ － ３．７ｋＷ
－ － ３台

－ － φ１５０㎜
－ － １．７㎥／min

３０㎏／台
－ － 水中モータ

－
４台 ６台 ４台

７．５㎥／min
１０ｍ １０ｍ ８ｍ

取
水
ポ
ン
プ

排
水
ポ
ン
プ

φ２００㎜ φ２００㎜
７．５㎥／min ５．０㎥／min

１８ｋW １２ｋW

３５㎏／台 ２１㎏／台

小型軽量水中モータ 水中モータ 水力タービン
φ２５０㎜

小型軽量水中モータ 水中モータ 水力タービン
35㎏×4台

計 ３８０㎏ ４８６㎏ ６３６㎏
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